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(昭和 44年 1月 23日，於千葉大学附属病院第 l講堂)
1.ジューリング癌疹状皮膚炎の 2例
藤田 優(千大)
症例 1，45才，女。 1966年 1月頃より，全身に癌痔
をともなう水痘形成あり。某院にて約半年間入院加療。
以後， 一進一退を繰り返していたが 1969年 5月頃より
増悪し， 6月 24日当科受診。初診時，顔面を除く，ほ
ぼ全身に散発生ないし集族性に紅斑，水癌，びらん性変
化が多発し，一部，環状構造を呈す。
検査所見では軽度好酸球増多。血沈の完進を認めるほ
か，異常所見を認めず。ヨードカリ・パッチテストは50
%にて陽性。組織学的主変化は表皮下水癌および好酸球
を混ずるリンパ球の乳頭層への集積。
症例 2，46才，女。 1969年 7月頃より， 躯幹全体に
紅斑丘疹性変化が出現。以後，漸次拡大し，散発性ない
し環状ないし線状配列を示し，一部小水癌を混ずるに至
る。検査所見に異常なく，ヨードカリ・パッチテストも
陰性。組織学的主変化は表皮下水宿および乳頭層へのリ
ンパ球の集積。 
2. Di仔usenormolipemic plane xanthomα 
飯谷稲子(千大)  
20才，女。初診:昭和 40年 5月 12日。家族歴・既往
歴に特記すべき事実はない。 7才頃，両側眼験内管部に
扇平に隆起した黄色斑が出現した。ついで，頚部・頂部
.躯幹・上肢などに同様の斑がほぼ対側性に拡大した
が，肢簡・鼠援部・汗溝部は侵れたことはなかった。自
覚症・全身症状はない。リンパ腺・肝牌を触れない。主
たる組織所見は真皮浅層~中層の血管および附属器周囲
の黄色腫細胞集団である。真皮結合織聞にも 1，...，数箇の
黄色腫細胞が巣状に散在している。巨細胞は認められな
い。臨床検査成績は赤沈値 36mm/l時間と充進してい
るほか，末柏、血・骨髄穿刺・尿・肝機能・電解質・尿酸
・糖負荷試験などに異常なく，胸部・頭蓋骨・四肢長管
骨レ線像に異常陰影を認めない。他科的診察を乞い，前
眼部・眼庭・口腔および上気粘膜に黄色腫ならびに関連
すると思われる変化のないことを確認した。また，経過
を観察した 4年間，患者血清の総コレステロール・中性
脂肪値に異常を見なかった。超遠心法による血清リポプ
ロティン分画は正常であったが，脂酸分析では質的な異
常をうかがわせる成績を得た。 
3. 巨大なる外陰部尖圭コンジロームの 1例
菅原 宏(千大) 
1969年 8月 25日初診。初診前 6ヵ月頃から右大陰暦
にre賛状腫癌を生じ，ステロイド軟膏による自家治療を
さまざまに行なって見たが全く無効であったという。
初診時，左右陰暦を中心に恥丘から後連合にかけてほ
ぼ手掌大の腫癌があり，表面庇費状乳頭状，一部膿苔を
附着，一部血性に鹿欄し一見悪性腫療を思わせた。組織
学的には著明な Acanthose と多数の空胞化細胞を認
め，定型的尖圭コンジロームの像を示した。治療として
合併症である中等症糖尿病を controlし， 5-FU軟膏を 
ODT法にて外用したところ，著効を奏し外用 20日にし
て腫癌はほぼ消失した。一部残存部に電気焼灼を行ない
経過観察中である。 
4.色素性事麻疹の一例
番場秀和，内海 混(国立国府台) 
3才，男児。約 I年 6ヵ月前から，躯幹および上肢に小
豆大の淡黄褐色丘疹が弧立性に多発した。
機械的刺激・入浴・発汗により，これらの丘疹は発赤
あるいは腫張した。癌痔あり。リンパ腺腫はない。
組織学的に基底細胞層のメラニン増加と真皮浅層ない
し中層の血管周囲に多数の肥満細胞の集団が巣状に認め
られた。
一般臨床検査成績は血液像・尿所見・肝機能などすべ
て正常で、あった。
抗ヒスタミン剤経口投与により，ダリエー徴候は消失
した。 
5. Hand-Foot-Mouth Disease 
田辺義次(成田日赤)
成田日赤皮膚科を訪れた， 5例の本症患者のスライド
を供覧し，若干の文献的考察を行なった。
